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特
集	
二
〇
一
八
年
度
国
際
会
議
	
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
〈
環
境
文
学
〉
二
〇
一
八
年
七
月
二
十
八
日
（
土
）・
二
十
九
日
（
日
） 
 
 
於　
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス　
太
刀
川
記
念
館
３
階　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ル
ー
ム
［
主
催
］ 
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
［
共
催
］ 
立
教
大
学
日
本
文
学
会
［
後
援
］ 
立
教
大
学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
所
［
助
成
］ 
立
教
大
学
国
際
学
術
交
流
制
度
国
際
会
議
助
成
 
 
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
16
世
紀
前
後
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
〈
環
境
文
学
〉
を
め
ぐ
る
総
合
的
比
較
研
究
」
（
課
題
番
号
一
六
Ｈ
〇
三
三
八
九　
研
究
代
表
者
：
小
峯
和
明
）
－4－
大
学
）・
福
田
安
典
（
日
本
女
子
大
学
）
〔
司
会
〕
原 
克
昭
（
立
教
大
学
）・
出
口
久
徳
（
立
教
新
座
中
学
・
高
等
学
校
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
災
害
、
公
害
、
怪
異
」
フ
ァ
ム
・
レ
・
フ
ィ
（
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
）
 
 「
地
震
」
と
「
雷
震
」
か
ら
み
る
11
世
紀
〜
15
世
紀
ま
で
の
ベ
ト
ナ
ム
の
災
異
の
実
態
と
そ
の
言
説
」
司　
志
武
（
曁
南
大
学
）
 
 「
水
の
怪
異
か
ら
見
た
自
然
環
境
と
人
間
―
日
本
中
古
の
「
天
人
相
関
」
思
想
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
目
黒
将
史
（
立
教
大
学
）
 
「
災
害
・
怪
異
の
歴
史
叙
述
―
『
太
平
記
』
を
中
心
に
―
」
〔
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
〕
水
口
幹
記
（
藤
女
子
大
学
）・
松
本
真
輔
（
長
崎
外
国
語
大
学
）・
趙　
恩
馤
（
崇
実
大
学
校
）
〔
司
会
〕
加
藤　
睦
（
立
教
大
学
）・
金　
英
珠
（
韓
国
外
国
語
大
学
校
）
七
月
二
十
九
日
（
日
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
動
植
物
の
交
感
と
食
文
化
」
伊
藤
慎
吾
（
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）
 
「
お
伽
草
子
に
お
け
る
物
の
〈
精
〉
に
つ
い
て
」
志
村
真
幸
（
慶
應
義
塾
大
学
）
 
「
南
方
熊
楠
と
和
歌
山
の
食
文
化
―
郷
土
振
興
と
い
う
側
面
か
ら
」
【
開
催
概
要
】
「
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
〈
環
境
文
学
〉」
二
〇
一
八
年
七
月
二
十
八
日
（
土
）・
二
十
九
日
（
日
）
於　
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス　
太
刀
川
記
念
館
３
階　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ル
ー
ム
〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉
七
月
二
十
八
日
（
土
）
基
調
講
演
小
峯
和
明
（
中
国
人
民
大
学
・
立
教
大
学
名
誉
教
授
）
 
「
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
〈
環
境
文
学
〉」
渡
辺
憲
司
（
自
由
学
園
最
高
学
部
長
・
立
教
大
学
名
誉
教
授
）
 
「
近
世
環
境
文
学
へ
の
視
座
―
紀
行
文
を
中
心
に
」
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
）
 
「
二
次
的
自
然
と
日
本
の
里
山
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
天
体
気
象
・
四
季
と
景
観
・
身
体
」
イ
フ
ォ
・
ス
ミ
ッ
ツ
（
ラ
イ
デ
ン
大
学
）
 
「「
自
然
」
不
存
在
の
王
朝
文
学
―
平
安
庭
園
論
の
一
考
察
―
」
伊
藤　
聡
（
茨
城
大
学
）
 
「
胎
内
五
位
説
と
日
本
中
世
の
心
身
論
」
大
西
和
彦
（
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
研
究
院
）
 
「
ベ
ト
ナ
ム
の
妖
鶏
」
〔
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
〕
馬　
駿
（
北
京
第
二
外
国
語
大
学
）・
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
（
パ
リ
・
デ
ィ
ド
ロ
－5－
塩
川
和
広
（
立
教
大
学
大
学
院
生
）
 
「
お
伽
草
子
の
食
の
風
景
」
〔
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
〕
李　
銘
敬
（
中
国
人
民
大
学
）・
伊
藤
信
博
（
椙
山
女
学
院
大
学
）・
郷
間
秀
夫
（
栃
木
県
農
業
大
学
校
）
〔
司
会
〕
宮
腰
直
人
（
山
形
大
学
）・
加
藤
千
恵
（
立
教
大
学
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
４
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
異
文
化
と
環
境
」
鄭　
炳
説
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
）
 
「
風
水
の
環
境
論
的
反
省
と
公
共
性
―
風
水
説
話
を
中
心
に
」
王　
成
（
清
華
大
学
）
 
「
中
国
紀
行
と
環
境
表
現
―
近
代
日
本
人
の
中
国
紀
行
文
を
中
心
に
」
木
村
淳
也
（
明
治
大
学
）
 
 「
琉
球
の
説
話
・
歴
史
叙
述
と
環
境
―
御
嶽
神
名
・
伝
承
と
〈
自
然
〉
環
境
―
」
〔
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
〕
染
谷
智
幸
（
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
）・
樋
口
大
祐
（
神
戸
大
学
）・
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
オ
ワ
イ
ン
（
タ
ン
ロ
ン
大
学
）
〔
司
会
〕
竹
村
信
治
（
広
島
大
学
）・
奥
野
克
巳
（
立
教
大
学
）
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
「
環
境
文
学
を
問
う
」
〔
司
会
〕
千
本
英
史
（
奈
良
女
子
大
学
）
〔
講
師
〕
劉　
暁
峰
（
清
華
大
学
）
沈　
慶
昊
（
高
麗
大
学
校
）
金　
文
京
（
鶴
見
大
学
）
北
條
勝
貴
（
上
智
大
学
）
田
村
義
也
（
成
城
大
学
）
総
括
コ
メ
ン
ト
野
田
研
一
（
立
教
大
学
名
誉
教
授
）
【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
各
報
告
の
要
旨
】
◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
天
体
気
象
・
四
季
と
景
観
・
身
体
」
Ivo  Sm
its
（
イ
フ
ォ　
ス
ミ
ッ
ツ
） 
「
自
然
」
不
存
在
の
王
朝
文
学
―
平
安
庭
園
論
の
一
考
察
―
」
 
環
境
と
い
う
の
を
自
然
関
係
の
こ
と
と
す
る
と
、
平
安
文
学
は
環
境
と
深
い
縁
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
あ
ろ
う
。
普
段
、
自
然
は
「
一
次
的
自
然
」pri-
m
ary  nature 
と
「
二
次
的
自
然
」secondary  nature 
と
に
区
別
さ
れ
る
。「
一
次
的
自
然
」
は
無
論
自
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
二
次
的
自
然
」
が
表
現
さ
れ
た
自
然
に
当
た
る
。
そ
う
い
え
ば
、
文
学
に
出
会
う
自
然
は
、
あ
く
ま
で
も
「
二
次
的
自
然
」
で
あ
る
。
和
歌
な
ど
で
歌
う
風
景
、
庭
園
に
経
験
す
る
季
節
な
ど
は
、
一
次
的
自
然
で
は
な
い
。
主
に
、
平
安
時
代
に
は
人
工
的
な
世
界
か
ら
離
れ
て
い
る
「
自
然
」
と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
平
安
の
庭
園
論
を
考
え
な
が
ら
、
文
学
の
な
か
で
出
会
う
「
自
然
」
の
「
自
然
さ
」
を
論
じ
て
み
た
い
。
伊
藤　
聡
「
胎
内
五
位
説
と
日
本
中
世
の
心
身
論
」
 
「
胎
内
五
位
」
説
と
は
、
交
合
か
ら
出
生
に
至
る
胎
児
の
成
長
段
階
を
五
つ
に
分
け
る
仏
教
医
学
上
の
用
語
だ
が
、
院
政
期
以
後
の
日
本
密
教
に
お
い
て
は
、
成
道
へ
の
－6－
◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
災
害
、
公
害
、
怪
異
」
P
ham
  L
e  H
uy
（
フ
ァ
ム　
レ　
フ
イ
）「
地
震
」
と
「
雷
震
」
か
ら
み
た
10
世
紀
〜
15
世
紀
ま
で
の
ベ
ト
ナ
ム
の
災
異
と
そ
の
言
説
」
 
従
来
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
地
震
研
究
を
回
顧
す
る
と
、
自
然
科
学
に
よ
る
調
査
・
研
究
が
当
然
な
が
ら
主
流
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
自
然
科
学
の
研
究
者
か
ら
も
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
に
、「
古
地
震
」
を
考
え
る
際
に
は
、
現
場
に
残
っ
た
地
形
変
化
の
痕
跡
と
並
ん
で
、
歴
史
・
文
学
資
料
に
お
け
る
地
震
関
係
記
述
が
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
群
を
適
正
に
分
析
す
る
た
め
に
は
、
写
本
研
究
や
史
料
批
判
な
ど
人
文
科
学
（
人
文
学
）
な
ら
で
は
の
手
法
も
求
め
ら
れ
る
。
 
人
文
学
に
よ
る
地
震
研
究
の
方
法
論
と
い
え
ば
、
近
年
「
災
害
史
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
よ
く
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
歴
史
学
的
な
視
点
に
よ
る
研
究
だ
が
、
他
に
「
環
境
文
学
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
も
多
く
の
可
能
性
を
拓
け
る
と
思
わ
れ
る
。
地
震
に
関
す
る
記
述
を
一
種
の
言
説
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
は
過
去
に
如
何
に
表
現
さ
れ
、
ま
た
如
何
に
認
識
さ
れ
た
の
か
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
 
本
稿
で
は
歴
史
と
文
学
と
い
う
個
々
の
学
問
の
領
域
を
超
え
て
、「
災
害
史
」
と
「
環
境
文
学
」
の
両
視
点
を
も
っ
て
10
世
紀
〜
15
世
紀
に
か
け
て
の
「
震
」
の
記
述
を
再
検
討
し
た
上
で
、
地
震
発
生
当
時
の
人
々
、
お
よ
び
編
年
史
の
史
官
た
ち
は
地
震
と
い
う
も
の
を
ど
う
認
識
し
て
い
た
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。
司　
志
武
「
水
の
怪
異
か
ら
見
た
自
然
環
境
と
人
間
―
日
本
中
古
の
「
天
人
相
関
」
思
想
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
 
人
間
は
自
然
の
中
か
ら
発
生
し
、
自
然
に
適
応
し
つ
つ
、
か
つ
そ
の
叡
知
と
能
力
を
活
か
し
て
自
然
環
境
を
人
間
の
都
合
の
よ
い
よ
う
に
「
改
造
」
し
な
が
ら
、
長
い
歴
史
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
代
人
は
自
然
環
境
を
「
改
造
」
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
適
応
・
依
存
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
人
間
活
動
は
自
然
環
境
に
階
梯
の
標
示
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
か
る
理
解
は
、
東
密
・
台
密
の
諸
法
流
の
秘
説
と
し
て
相
承
さ
れ
る
と
と
も
に
、
中
世
の
宗
教
・
学
芸
の
諸
流
・
諸
道
に
お
い
て
、
そ
の
秘
儀
伝
受
の
構
成
要
素
と
し
て
取
込
ま
れ
た
。「
胎
内
五
位
」
が
芸
道
上
の
奥
義
の
密
意
と
し
て
、
あ
る
は
技
芸
の
成
就
に
お
け
る
身
心
変
容
の
譬
喩
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
神
道
（
御
流
神
道
）・
和
歌
（
為
顕
流
）・
兵
法
（
小
笠
原
流
、
示
源
流
）
の
伝
書
を
例
と
し
て
、
そ
こ
に
見
い
だ
せ
る
胎
内
五
位
説
（
さ
ら
に
そ
の
展
開
型
で
あ
る
胎
内
十
月
説
）
を
読
み
解
く
こ
と
を
通
じ
て
、
中
世
人
の
心
と
身
体
と
を
め
ぐ
る
思
惟
の
実
相
に
迫
り
た
い
大
西
和
彦
「
ベ
ト
ナ
ム
の
妖
鶏
」
 
本
発
表
の
目
的
は
、
中
国
文
化
の
陰
陽
五
行
説
や
星
宿
信
仰
が
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
鶏
に
対
す
る
概
念
や
信
仰
に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
以
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
宗
教
信
仰
文
化
に
お
け
る
中
国
文
化
の
摂
取
の
度
合
い
を
測
り
た
い
。
 
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
も
家
禽
の
代
表
の
一
つ
は
鶏
で
あ
る
。
反
面
、
鶏
は
人
間
社
会
を
害
す
る
魔
性
を
持
つ
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
そ
の
淵
源
は
中
国
の
陰
陽
五
行
思
想
に
お
け
る
西
方
金
気
に
あ
り
、
そ
の
概
念
か
ら
表
出
さ
れ
た
「
兵
気
：
戦
争
の
気
配
」「
刃
物
」「
凶
兆
」
へ
の
恐
れ
が
存
在
し
た
。
 
こ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
の
認
識
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
恐
怖
感
は
、
鶏
の
プ
ラ
ス
の
認
識
で
あ
る
五
徳
や
、
鳥
全
般
に
対
し
て
持
た
れ
る
天
地
を
繋
ぐ
存
在
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
背
景
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
キ
ン
族
は
、
鶏
を
凶
神
と
し
て
神
格
化
し
て
或
い
は
「
昴
」
の
化
身
と
し
、
同
地
の
タ
イ
語
系
山
地
民
か
ら
は
、
金
気
が
擬
人
化
し
た
実
体
の
無
い
魔
人
「
魔
鶏
」
と
し
て
畏
怖
さ
れ
た
。
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強
く
影
響
さ
れ
つ
つ
、
特
に
「
天
人
相
関
」
思
想
が
ア
ジ
ア
諸
国
の
間
で
盛
ん
に
流
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
発
表
は
、
六
国
史
と
『
日
本
紀
略
』
等
に
見
る
「
災
異
」
「
怪
異
」
の
表
現
を
考
察
し
て
、
水
の
「
怪
異
」（
水
旱
の
災
害
）
に
対
す
る
意
識
変
化
と
王
権
統
治
者
の
対
応
策
を
検
討
す
る
。
そ
の
上
、
律
令
祭
祀
と
水
精
怪
異
談
の
生
成
と
の
関
連
性
を
分
析
し
、
平
安
期
の
皇
位
継
承
・
政
争
の
「
裏
」
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
目
黒
将
史
「
災
害
・
怪
異
の
歴
史
叙
述
―
『
太
平
記
』
を
中
心
に
―
」
 
日
々
未
曽
有
の
大
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
現
在
、
歴
史
叙
述
か
ら
「
災
害
」
を
再
度
と
ら
え
な
お
す
必
要
性
が
あ
ろ
う
。
軍
記
に
着
目
す
る
と
、
戦
乱
の
予
兆
と
し
て
災
害
や
怪
異
が
た
び
た
び
語
ら
れ
、
物
語
の
起
点
（
岐
点
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
発
表
で
は
と
く
に
『
太
平
記
』
に
お
け
る
災
害
・
怪
異
の
表
現
に
焦
点
を
当
て
、
歴
史
語
り
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。
ま
た
現
存
す
る
歴
史
叙
述
が
後
世
に
物
語
る
も
の
は
何
な
の
か
を
追
求
し
て
み
た
い
。
◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
動
植
物
の
交
感
と
食
文
化
」
伊
藤
慎
吾
「
お
伽
草
子
に
お
け
る
物
の
〈
精
〉
に
つ
い
て
」
 
室
町
時
代
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
ら
れ
て
作
ら
れ
た
短
編
物
語
草
子
の
一
群
で
あ
る
お
伽
草
子
に
は
、
人
間
以
外
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー（
＝
異
類
）
が
夥
し
く
登
場
す
る
。
中
で
も
、
人
間
不
在
で
異
類
ば
か
り
で
成
立
し
て
い
る
物
語
世
界
も
少
な
く
な
い
。
超
自
然
的
な
存
在
と
し
て
の
異
類
は
、
神
の
化
身
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
妖
怪
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
も
あ
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
〈
動
物
〉
で
み
て
も
、
そ
の
両
方
に
該
当
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
見
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
神
そ
の
も
の
で
な
く
と
も
、
稲
荷
明
神
に
お
け
る
狐
や
熊
野
権
現
に
お
け
る
烏
の
よ
う
に
、
神
使
や
眷
属
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
と
こ
ろ
が
、『
山
海
相
生
物
語
』
や
『
申
陽
公
絵
巻
』『
花
の
縁
物
語
』
な
ど
に
出
て
く
る
動
植
物
は
た
し
か
に
超
自
然
的
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
な
が
ら
、
神
で
も
な
け
れ
ば
妖
怪
で
も
な
い
。
そ
う
し
た
、
い
う
な
れ
ば
物
の
〈
精
〉
た
ち
が
物
語
世
界
に
増
殖
し
た
時
代
が
お
伽
草
子
の
時
代
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
発
表
で
は
そ
う
し
た
有
象
無
象
の
物
の
〈
精
〉
の
性
格
や
与
え
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
通
し
て
、
こ
の
時
代
の
擬
人
化
の
特
色
を
考
え
て
い
き
た
い
。
志
村
真
幸
「
南
方
熊
楠
と
和
歌
山
の
食
文
化
―
郷
土
振
興
と
い
う
側
面
か
ら
」
 
南
方
熊
楠
は
和
歌
山
の
食
文
化
の
な
か
で
生
き
、
地
元
の
安
藤
み
か
ん
を
名
産
品
と
し
て
推
奨
し
た
一
方
で
、
英
米
時
代
に
覚
え
た
牛
肉
や
牛
乳
も
好
ん
だ
。
実
は
こ
れ
ら
は
明
治
以
降
の
環
境
や
産
業
の
変
化
と
関
係
し
て
い
た
。
山
林
が
ミ
カ
ン
畑
と
な
り
、
牧
場
が
開
か
れ
た
こ
と
で
、
農
民
に
現
金
収
入
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
食
文
化
の
変
革
に
、
熊
楠
が
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
、
郷
土
振
興
に
関
わ
っ
て
い
た
か
を
論
じ
る
。
塩
川
和
広
「
お
伽
草
子
の
食
の
風
景
」
 
本
発
表
で
は
、
お
伽
草
子
に
描
か
れ
た
「
食
」
の
風
景
を
考
え
る
。
お
伽
草
子
に
は
「
食
」
を
描
い
た
作
品
は
多
く
、
中
で
も
異
類
物
と
の
関
わ
り
は
深
い
。
そ
れ
は
婚
礼
や
合
戦
と
い
っ
た
作
品
の
主
題
が
「
食
」
と
結
び
つ
き
や
す
い
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、「
食
べ
る
」
場
面
で
は
な
く
「
作
る
」
場
面
を
描
く
、
と
い
う
点
で
も
特
徴
的
で
あ
る
。
調
理
の
姿
が
そ
の
ま
ま
描
か
れ
た
も
の
と
、
擬
人
化
さ
れ
た
食
材
が
物
語
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
描
か
れ
方
の
異
な
る
異
類
物
の
調
理
場
面
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
「
食
」
へ
の
意
識
を
反
映
し
た
も
の
か
、
他
の
文
芸
と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
読
み
解
き
た
い
。
－8－
発
表
は
「
北
京
紀
行
」
を
中
心
に
し
て
、
近
代
日
本
人
の
紀
行
文
を
検
討
し
な
が
ら
、
そ
の
異
文
化
と
環
境
を
め
ぐ
る
表
象
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
木
村
淳
也
「
琉
球
の
説
話
・
歴
史
叙
述
と
環
境
―
御
嶽
神
名
・
伝
承
と
〈
自
然
〉
環
境
―
」
 
『
琉
球
国
由
来
記
』
に
記
さ
れ
た
御
嶽
神
名
「
ワ
カ
マ
ツ
ス
デ
マ
ツ
」、「
ア
マ
オ
レ
ツ
カ
サ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
御
嶽
に
付
随
す
る
説
話
伝
承
と
、
琉
球
の
景
観
と
の
相
関
関
係
を
検
証
す
る
。
具
体
的
に
は
、
風
水
と
融
合
し
た
思
想
的
景
観
（
二
次
的
自
然
）
と
も
い
う
べ
き
「
抱
護
」
林
の
問
題
か
ら
、
浦
添
・
寄
明
森
の
御
嶽
生
成
説
話
の
意
味
を
考
察
す
る
。
ま
た
イ
ノ
ー
（
礁
地
）・
井
泉
（
カ
ー
）・
腰
当
森
（
ク
サ
テ
ム
イ
）
と
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
琉
球
の
伝
統
的
村
落
の
景
観
を
通
し
て
、
天
女
伝
承
の
生
成
背
景
と
変
容
と
を
考
え
て
み
た
い
。
◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
４
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
異
文
化
と
環
境
」
鄭　
炳
説
「
風
水
の
環
境
論
的
反
省
と
公
共
性
―
風
水
説
話
を
中
心
に
」
 
風
水
は
前
近
代
の
朝
鮮
半
島
の
人
々
の
自
然
と
環
境
に
対
す
る
理
解
を
最
も
よ
く
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
風
水
の
環
境
論
的
意
味
と
展
望
に
つ
い
て
、
風
水
の
内
容
よ
り
受
容
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
考
察
し
よ
う
と
思
う
。
研
究
対
象
は
、『
青
邱
野
談
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
韓
光
近
の
話
」
を
中
心
と
す
る
風
水
説
話
を
対
象
と
す
る
。「
韓
光
近
の
話
」
は
、
明
堂
を
得
た
話
、
明
堂
を
失
っ
た
話
、
名
地
官
の
話
、
地
官
に
な
っ
た
経
緯
な
ど
風
水
説
話
の
主
要
話
素
を
多
く
取
り
入
れ
た
風
水
説
話
の
典
型
と
い
え
る
。
 
風
水
説
話
か
ら
伺
え
る
風
水
は
非
合
理
的
で
あ
り
、
神
秘
的
で
あ
る
が
、
伝
統
的
に
風
水
の
非
合
理
性
は
近
代
の
学
者
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
前
近
代
の
儒
学
者
た
ち
の
批
判
の
対
象
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
は
非
合
理
性
も
問
題
に
な
る
と
は
思
う
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
が
風
水
の
非
公
益
性
、
非
公
共
性
に
あ
る
と
考
え
る
。
風
水
は
元
々
私
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
自
然
を
徹
底
的
に
私
有
化
し
た
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。
風
水
が
及
ぼ
し
た
朝
鮮
後
期
の
代
表
的
な
社
会
問
題
と
い
え
る
山
訟
も
同
じ
視
点
で
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
環
境
問
題
に
お
い
て
最
も
慎
重
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
公
共
性
で
あ
る
の
で
、
未
来
の
風
水
も
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
王　
成
「
中
国
紀
行
と
環
境
表
現
―
近
代
日
本
人
の
中
国
紀
行
文
を
中
心
に
」
 
近
代
以
来
、
特
に
、
戦
前
、
戦
中
と
戦
後
、
日
中
間
を
往
来
し
た
日
本
人
が
数
多
く
の
中
国
紀
行
文
を
書
き
残
し
て
い
る
。
そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
日
本
の
帝
国
化
が
も
た
ら
し
た
歴
史
的
記
憶
を
検
証
す
る
の
に
有
効
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
旅
行
と
視
察
の
目
的
で
書
か
れ
た
紀
行
文
は
、
何
を
書
き
、
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
、
文
学
表
象
の
問
題
も
含
め
て
い
る
。
ま
た
、
山
水
、
風
景
、
風
俗
、
人
間
な
ど
を
表
象
す
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
環
境
文
学
と
の
関
連
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
本
